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終戦後廊下の工柔界を思ふ時.瞬時として安定性を感じた事はないB

この間を大要三期に分けて見ると､第一期綻混乱期であって工業者は自

身の進むべき方向すらわからない時代であった0第二期統制時代であっ

て従って進歩なく新製品も生れ改かったQ殆ん.ど型にはまった仕司柁行

ふに止まり其虞にも研究もなく試験も不用であったu　こうした時代よD

傾斜的で第三期の正常な自由生産時代に移り襲り魂在の状態に至って衆

たのである｡

然し乍ら書園は一度は敗れた圃であって敗戦国に物賓が有り余る道理

がなvl.これ迄も!現轟も!これからも!例-討杯F]が結ばれても,こう

した状愚は程度の差はあるが競くものと覚悟せねばならない､こうした

窓煉件の下に腰下の工発着は常にひるまず.たゆまず.掃不正なく現在

まで努力されて爽たのであわ又今後も世界状勢の不安が続く駅0,菜界

はこれと封膳して努力を挽けねばならなV､のである｡

本場も未だ染色､整理部門の設備が完備されて居らないが幸に横紙.

横域,大工の各部門より編成されて居るので,各部濁白の立場或は綜合

的の立場より業界と直燕に凄腕して居るのである｡

各業界共に吾園の技術水準は外囲に比して低位にある事は認めなけれ

ばならない寄算で本場としてもこの点特に留意して試験研究部巣鼎の坐

産であるべく努力して屠る次第であり,こiに本場-ヶ年の糞溝を放置

して関係業界に滞益すると共に本場も又反省と計葺の費とするものであ

るL,

(1)



Ⅰ繊　　　　維　　　　部

･稔　詮

息づまる様な国際情勢にめぐられ乍らも､昏J合に慮まれた陳件の下に国際経済の一点に置かれてある

繊維日本は地準に望英に市場性豊か恵魅力を秘めた､優秀なる製品を生産しなけh:ぽなら放い｡

少くとも電維製品は性界につ牢がる国際的商品であり,然かも人々の趣軌趣向の薙捗と時代の流れ

の先端に立って絶えず近代的感覚が要求されてV,るのであるu従って新しい科学技術と.経験的碇術を

必要とし,しかも合理的な経営方針が要請されるのである｡かゝる情勢の襲化に封虞して本場繊維缶に

於きましては当地方の-S僅多伎'rL捗る各菜麓即'最臼人絹(織湾台数2･761憤)綿ス7廃し1･4E:lo合)天背紋

(1.60.)台)別珍(60O台)メ1)ヤス(即台)ガラ紡､手紡､輯排等加ふるに､之等の糸染､布染､精練,啓

白,峯理､仕上等の加工工場も数多く.之等の工場が/経済鼎の情勢に封癒して､企業の振興と技術の

向上を計る篤に積極的に各工場に劃して巽地指導を行ひ,業種別疲術研究食を夫々,毎月､講習会は適

時開催して居る｡

亦試験研究面に於いては､輸出品製品の見本製作と当地方の萄侯､風土に慣落した製品の科挙的技術

的研究を進め之の成蹟結果を近接兼界に移入し短所を補ふと共に特性を生かして生産指導に当って来た

斯様にして本場繊維部が-ヶ年聞待つ士魂た｡指導及試酸研究を簡単に境涯する｡

書■t壬t与iN･1.jJ･･ji･圭･1王丁'サーブ'..･二~..■...I.∫.I.-.-ー･･JI-･言･ト.二."I.嘉トい､.ErI■妻

(2)　晶･名　繰　　葡

用　途　着尺地~

1

メ

原　料　渡来生糸21申/2本

･緯糸生糸21中/9本　30Q_T仰S郷

照　度俵10咽/鯨寸　瑚4本入打込教8･3本傾寸

組　織　平　織

糊　付布海吉小穿臥夙自ワク､8･5%　壷糊付

赦上長Iq5鯨尺,巾11･4鯨寸

織　機　津田式椅現

任　上　精練漂白仕上をする

結　果盲瑚捕及一越の霞目縮緬としての濁特の風合.鵬は数分融であるが,製品に

弾力あわ-てシボ立美しV,原野の製品を樽た

名　･/フォ1/べl"/べヅT

途　婦人コート地

料軽素地生糸21中/2　下掛500T/AI上掛100T/Dr

1試愚研究に鞠す　る　事項

A　貴　意　試　験●

.(-)試　　　作

当地方に於ける符維中小工糞は非常に多種多様に捗り.本場としては之等の各菜種にマッチす

る鞄出向及内需月掘物の就職研究を行ひ共著の指導及巷考に要すo其の重なるものは以下の様

である｡

(11　品　名　　ギ　ヤ),･デ./　　　　　.､

用　　珪　レインコーI

原･料　経糸　生糸21申/2/2　下撚･500T/nq　上撚450　T/班

律糸　生糸21中/3/2　　　　　　　　　　　〝

糖　　度　衆　67射/吋1射4本入　打込敦88本/吋

組　　織　2/2　痩紙

糊　　付　壷糊付　布海苔､小変粉,豚,自T7_ウ4,%

弼上長　30碍　巾86吋

耕　　項　津田酌式紡機

精練染色　原糸を精折染色するD染色は酸性庶染Jk科にて染色

仕　　上　防水加工を確す

結　果　生地が厚vlo感があるが､レ1ンコート地としての予期の袈晶

(･2)

密.粗糊鞍織 皮轍付

ノ,･イルダイスコース人絹120デーユル

緯糸　生糸21申/2　下掛00T伸　上藩1100T/班

俵4瑚/吋　地咽4本　′くイル/勿1本入　打込数18埠/吋

′{イル､小穿臥澱掛野, 5%　壷糊付

上長　50碍　巾39･5吋

横　大破式二重tl.7- i.織枚

仕　上　精練轟白染色仕上をする.

績　果敢出向-?フォyベル-･ブ化して地風良好にして光津島を

優秀製品を得た.之れが黄際袈横浜を希望され､設計､製

織法等冥堆指導する

(41晶兵有線t'.･-ド

∪　芸　票差,I孟笠糸21中,2*下#7.｡T仰上#6.OTm w
-･ィルヴイスコース人絹120チエ-JL,

緯糸　生糸21中/4本　800T/班

密.度焦4咽/曲寸1射4本.てイル1射1本入打込敬　　仰

針42本/曲寸　糸126本/曲寸

粗　　織

P.Pよ下上下

糊　付　′りル､小穿臥布海苔2%′壷糊付　　　　　--　P Q G.P年G

織上長　31碍　幅･30吋

織　機　高田式有線ビ.hr織機

仕　上　精練漂白染色仕上を行ふ

酪　農非常に韓が如･過ぎた感あれどコ小池として座長恵も製品を得た所珊瑚的亀連

(8)



し絹人絹専門別妓締研究倉貝及天背紋製造発着に見本配布レ⊂好評を安く

(;-))　品　名　　人　絹　科　紋

用　　途　藁　　　　堆

原　　料　腔糸　ベンベルグ人絹120デニール

緯糸　ベンベルグ入幕irlJ120デニール

矯　　度　鑑　別朋′′吋1羽2表入　打込敬r･1本/吋

組　　織　3/1摩耗

糊　　付　布海苔　豚　澱粉　仁1tlfJr,タ£

織上長100横　転･'i6叶

孤　　樺　fhl.百川式縦横

仕　　上　普通仕上加工をする

結,異　人折裏地として解感良好にして滑りよき好適品を得る

(可　品　名　　襲う梨地クレープ

用　　途　癖人服地

原　料　経糸　ダイスコス人絹120デニールベンベルグ人絹120デェール2撚8OOT/M

掠糸　ダイスコス人絹lBOデ占-ル82撚紬00Tノ仁肥

培　　度　俵　64封/吋1弱虫本人　打込赦　68本/吋

組　　織

糊　　付　壷糊付. /ト奔静､布海苔､豚､ 5%

織上長100満　幅36吋

横　磯　五百川織横

仕　　上　精錬染色普通仕上加工な行ふ
ヽ

結　果　醍糸に於V,て光沢の温いヴイスコース人絹に撚糸を確し､比敬的少なきペンベルグ

人絹は其のまiに使用し､光沢の調節に大いに有効であり,弾力性に富む.涼味豊かな盛夏向

痴人服地として所期の目的を達し,韻人絹発着に見本を配布し好評を博した

t7)品　名　.人絹四巾滞園地

用　　途　蒲　　　評

原　料　産糸　ダイスコース人絹120デェ-ル　8感　500T/}Ⅰ

緯糸　ヴイスコース人絹120デ--ル　3撚500T/-AI

額　鹿　渡100羽ノ鮫寸1羽･2本入･打込敷110本/振寸

組　　織　平　　　轍

糊　付　壷糊付､小変臥布海苔､臥白T,ウ　5%

(4)

～/　r･.･′主三.rAを量

曇裏書きタを若草ま等三〇."こ

轍上長･qO鯨尺　幅　鯨4尺

横　磯　津田駒式粒枚

染　色　原糸を直接染料にて染色する

仕　上普通仕上加工を行ふ

結　果解感良雛して光沢温和な製品を得る｡叉経弛しの寒め糸量を節約さる

(弓)品　名　天竺q)能率群像

用　途　欺布阜手掛け

原　料　鮭糸　綿糸20番/1

経糸　綿糸20番/1

密　度度　2明/吋　甥2本入打払取払本/吋

軌　綴　卒　　轍

糊　付　酪糊付,小変臥甘軌臥12-ト油5%

耕上長　60砺　幅36吋

織　機　豊田式自動轍横

ご-牡-上構練轟白普通仕上を行ふ-

線　果天野して脚の醐絹綿スプ脚究会員根本綿布する｡製掛率良好にし
て生地鼻く､阜子掛等に最適晶

(9)品　名　稀アイ　シャヅ地

用　　途　ワイシャツ

席　料　経.韓糸共に繰糸20番/1

密　度･成　87羽/吋1狽2本入　打込妙6本/吋

粗　雑　2/1鹿撒.

糊　付　柑轍付､小葬臥甘軌臥('%

繊上長　60確　幅36吋

赫　横　卓田式抵横

精練藻白染色原糸にて精練･漂白をなし綿糸のみナフトル染色紘す

仕　上　尊重仕上加工た行ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-'

結　果大勝絹糸を肘たが.返って落着いた感じがあか,ワイシャヅ地として好適品

仕上に放いて若干牢くなった感あれども所期の那勺を達す

途料皮樺.

名品用床面絶叫ー 量　目　タ　オ　ル

手　　　拭

荘(堆パイル)練糸共癖糸20番/1

度27羽/吋1卯本人　パイル1卸本入打込載45本/吋

0 �� ��

0 ��

0 �� ��

P a-P a

糊　付　終糊付､′ト変乱澱臥臥5%

(杏)



撒上長･50満　幅45時

織　機　原田式タオル織機

精練､漂白染色　原糸にて精練轟白　綿糸のみインダスレン染料にて染色

仕　　上　普通仕上を行ふ

結　果　非常に生地厚く､タオルとして優良品を得,タ3,i,業者に見本を配布し要地措導を

行ふ

く11)品　名　蚊帳の能率試験

用　　途　蚊　　　帳

原　料　産糸稗糸共に大麻1亜90希

密　度　俵16羽/吋1脚本入　打込敷lr'本/吋

組　　織　平　　　織

織上長166.1碍　幅283/8吋

織　機　豊田式織機

仕　上　糊机敗色.仕上加工を行ふ

結　盟能率に敵､ては回蒋数と能率との関係に就いて就験し,蚊帳として優秀製品を得て

所期の目的を達した

く=1試　　　験

題　目　撚糸に関する研究(其の-)人絹撚糸に関する試験

(7)目　的絹の持つ俄風光執風味は勿乱鐸力性非常に唐秀な性質があって,長く愛護尊

重されて雅た.然し人絹は耐久性に乏しいとか嫌味な光乳不良な鮪感の題に下叔

品として利用される向が多V,故に新規製品による人絹織物の品質改尊向上を圏は

産一助長に賓すべく奉読瀞に於いては人絹の親政糸を艦用した葬れ献物を製織する

(2)試験計手機

伊太利式撚糸軌ストロボ高速度回帝計偶力仲慶測定執槍撚器,恒温乾燥券､塩瀬度計其の他

拘　供　試　料

ゲイ_スコース人絹120デニール四級晶

(4)就　職　方　法

人絹を加燃して精度､強力及仲度が如何に軌ヒして行くか-それが無水丑耽藩に於ける場合.

普通賂鹿に於ける場合洩棚失態に於け畠場合及びロート油にて浸溝したる糸等の夫々如何で

るか.命フライヤーの種類によって･どの棟に異って来るか.以上の項目について試鮎行

就農に使用した撫糸機のスピンドルの超坪数　t5300RPAf

使用したフライヤー拭次の二種類である

Aブライヤー　　　Bフライヤ_

目方　　　　0･gfl B･7g

銅鉄線の太さ　0.6mm　　　　0.72mm

(･5)成凍韓果及考察
I

A庶政量耽忠に於ける軒数と鯨臥襲力及び伸度の打係

(6)

Aフヲイヤ-HRフライ､ヤ- 

撚故国/栄 倡y.３�碍▲力g ��ﾉ7３�i撚数回/米 凩i7���爾R�岱力g ��ﾉ7３��

98.2 ���2�174.5 ��ｳb�I- -98.2 唐�2�1-74.5 ��ｳb��

202.8 ���3"�204.2 ��R繧�222.8 ��綯�Zq2.8 ��b�

308.0 ��絣�2ー6.1 ��R綯�321,8 �｢靠ｲ�210.0 ��ｳb����

398.4 唐縱��223.0 蔦�R絣�414.6 ���#��213.8 ��ｳb��r�

50T.D �6vﾂ�230.0 ��R紕�527.4 ��縱��218.1 ��b��R�

625.4 ��繧�235.6 ��R紕�648.6 �"�2�221.5 ��b繝B�

723.2 �"綯�248,0 ��R紕�731.4 �2�3��223.6 ��j3�B�

1749.9 澱���251.2 ��ｳR��R�ー178.8 途�"�231.1 ��ｳR纉��

1334.8 途綯�246._8 ��R�13/(2.0 唐經��224.5 ��ｳR繝r�

7592.4 湯繧�220_2 ��2繝r�l624.8 ��+"繧�211.8 ��ｳR�3��

2日7.8 ��B��ｲ�_157.8- 湯繧�2175.2 ��R綯�174.6 免ﾂ經��

2687.7 ��ゅ��124.3 迭縱"�.2694.2 �#��3��130.2 途��ﾒﾒ�

2948.D �#�經R�5CI.5 釘紊"�I 生3032.5 �#"經��40.71 宝B��B�

考　察　原糸をそのまiボビンに巻いて撚糸する場合､ Aフライヤ-使用の時は10L)0匝レ米迄加撚す

る事出解るが,之玖上になると撚糸に毛羽が立って穀物に供する事が[ll.釆ないo

Bフライヤー使用の時は1500回/米迄加撚可能なるも､それ以上にては糸切れ多くなり,撚

糸作業が出来なくなる｡即ち之はフライヤーのガイドを撚がくぐってボビンに懸かれている

糸をからんで来るからであるoその原因は原糸の撚数の少放き事やフライヤ-の構造急き篤

である｡試験に嘗ってAフライヤー, Bフライヤー共に最初500回/米の撚糸をなし, loo°回

/米以上の拭飴に供した｡ Aフライヤー使用時の最高加撚数は2948回/米Bフライヤー使用時

は3002･5回/米以上になると糸の強力甚だしく減退し.糸切れ多i怒?賓際作業は不可能と

なる｡

措定は700回/米迄は徐}<に槍して行くが,之以上の加撚忙よって大体撚教と比例して増大

して行く｡襲力は)600回/米附近道Aフライヤー使用の方が大であるが､天れ以上に於てはB

の方が大であるo Aの最高張力251.2gBの最高張力231.1g之申独力董異の現象性フライヤーの

辞達による糸の張力差異によるものと息ほれるo

伸虞は1 Boo回/米程変造牧夫差なきもそれ以上になると甚だしく減退する.

b･　普遜娘産に於ける撚穀と縮産,製力及び伸鹿の師係　二

位し潮定時　猛虎　60-650F　漁変　f13%

Aプライヤー 劔二五プライヤ- 

撚故国/米. �3R祿�強力g ��ﾈﾎﾂR�撫数回/栄 ��ﾉ7３�喝カg ��ﾉ�"R�

100.2 ��紕�178.6 ��ｳR紕�ー80.I ��紕�ー78.6 ��ｸ��R紕�

198.2 �8ﾒ紊b�180.5- ��ｳb繝"�ZC41- ��霍ﾃB�ー79.0 ��r紕�

308 ��緜B�ー85.8 ��u�#��3つ7-4 ��繧�184.8 ��ｳり�ｳ"�

389.2 ��纉��193.8 ��ｳr緜"�,428-.8 ���#2�199.0 ��ゅ#B�

514.6. ���3"�-208.5 ��ゅ���.521.8 ��綯�2CIO.5 ���?�X爾�

599.6 �6s��217.2 ��ゅ#R�6ー4. 諜"繧�289,1 ��ゅrﾒ�

690.4 �"紊R�224.3 ��ゅCY���712_4 偵"經B�221.0 ��ゅ��
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也.添潤状態に於ける撚数と縮皮,強力及び伸慶の関係

漁潤した加撚糸の縮慶.張力及び仲慶が雛水量及び普通温度の状態に於ける場合どの棟に

差異があるかを試験する

Aフライヤー 劔書BフブイJヤ- 

撚数回/来 ��ﾉ¥rXｨRﾖ����ﾂ�(x祐ﾘ4�r�撚数回/米縮度%い-5-j" 剞L度% 

88.1 ��經"�91.61 ��偵SB�88.10.52つ1.6l 凵zー9.54 

184.4 ��繝�6ssR��#"ﾃ���215.2ト0 涛"�2�23.2 

248.ロ ����"�93.5 �#2經r�273.21.35 涛R繧�24.66 

438.8 �"ﾃ��97.2 �#Bﾃ2�418_02.51 涛ゅ��26.03 

488.4 氾r紊��2��R�圭.loOF.'≡ �"�>��8��513.63.4 涛ゅt�#b絣�

539.4 剴#B�#��558.64.0 涛ゅ##b縱R�

687.4 釘�2ﾓ��2�"��#B����694.04.810Cr.2 �26.8 

d･ツーキング糸の撚数と緯度,張力及び仲慶試験

ロート油11%捧液にて60分間浸漬したる後乾燥して加撚試験をなす

Aフライヤ- 剩(7H8�488G"ﾒ�

撚数回/栄 ��ｹ.３�独力g;伸度% 僞��H���B��抱度% 緬*9|ﾖr�事伸辞% 

104.4 ���2�'164.9:16.93 ���B絋��0.3 ��cB�4��16.98 

201.4 ��經B�･165.lil6.72 ���"�"�0.42 鳴緜R纈�17.8 

309/0 ��繝B�ー70.0117.6 �#s�繧�0.63 ��cゆB�17.1 

406.4 ���#B�175.018.65 201.419.日 198.12r!.1 �3c偵B�0,95 ��sb紮��18.4 

5ー0.2 ��緜r��典CゅB�1.58 �#�B絣�19.15 

586.2 �"��r�鉄sV�"�1.8 ��ｳィ絣�19.35 

7m.2 l �"紵?｢�◆ー83.3事29.51 田cゅ"�一.98 ��cB縒�19.68 

捻　評　高等な品物が高億に薫れると貫ふ事は一粒社倉の通性であるo恭し慣椿の高魯b-のは一般大

衆向でないと旨ふ事も考-られる｡生糸がナイt,ンに磨倒されつ⊥ある現状は品質の点もあ

るが,結局慣格にも大きく支配されて居るのである故に､本試験に於いては安倍な人絹糸を

以って高級品の生産に賓すべし先づ撚糸について研究したのであるが.之れを考察すると魚

水量状態に於ける場合と普通漁変に於ける場合考の柘度は余り大童LB:膏も､潜潤状態に食け

芸警芸讐霊芝賢孟霊芸芝誌誓言芸芸oK孟芸芸霊芝芸霊…芸諾詣芸警誓言.t悪書e
増加するにつれて無水状態に於ける強力が最大となる.3韻潤欣潜に於いては他の二者に比し

て甚だしく減退する｡普通時､無水時に於ける場合Bフライヤ-使用時よD方Aフライヤ-

使居時の方の糸が張力大なるはフライ千-構造の差異によt)糸の張力の大小によって起るも

のと考察する亦無水量状態に於ける伸慶は加撚数の増加するに大き改葬化放く､普通点東状

態に於ける場合は若干に伸慶も増加して行く.点潤状態に於ける場合は無水時及び曹連時よ

bもはるかに大である.何れもBフライヤ-使用の撚糸の仲慶大なるを見るソ-キング糸の

撚糸に於いてはAフライヤー. Bフライヤ-共に各々同一の曲線状腰を見る縮度は大体､撚

数に比例して行く張力は500回/米附近が最大で之よD以上の加撚は其の張力が減退する.棉

皮はBフヲイヤー使用の場合の方が小なり之はフライヤーによる取力がAフライヤーに比し

て大なる葛と考察されるD以上の成揖結果を見て今後新規人絹織物の製作に嘗わ,大vlに役

立つものと期待する｡

(8)
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題　目　撚糸に関する研究(其のニ)生糸の強撚糸に関する試験

1.日　的　地方産糞である続縮緬旺大部分八丁撚糸機を使用し叉これに依る方法が地風･風合･シ

ポ立等最も良い操であるo然るに生糸の韻慶,鎖恥撚臥撚追及煮沸の関係につVlて

は箕に微細な関係が存在するo奉読鼠に於て之を基捌勺且つ科挙的に究明し･各種縮緬

製桜の指針にしたい

9.試　飴　方　洪

A　供試料　生糸21中　A格　長野願繊維工菜試故場にて繰糸

B　撚糸壊　平山製作所製　八丁撚糸嘩

C　使用水　本場井戸水

D　換撚機　構済松井精機製作所製

僻試験撚糸.糸については津旺価式結磯にて試杜を行ひ製品について考察を行ふ

(1)撚数と撚延の繭係

同一重量の鏡輪に於いて株数の大小が撚延に及ぼす影響を見る

A　生糸21申5本引捕食糸にて鎖輪17匁の場合

B　生糸21申7本引捕食糸にて銀輪　22匁の場合

C　仝上　9本　仝上･ 28匁　仝上

D　仝上　11本　仝上　38匁　仝上

E･仝上　13本　仝上　43匁　仝上

(2)鏡輪と撚延の関係
-　同一撚数下に於て鼻輪の重軽が撚延に及ぼす影響を見る

生糸21中A5本B7本C9本Dl1本E13本の場合に各A同一撚数に於て重畳の異なる鏡　一

輪を以て試駿を行ふ

里A ち O句 繊度と撚教と撚延の関係

同一撚数下に於ける繊度が撚延に及ぼす影響

同一織慶と同一鎖輪に於て撚数が撚延に及ぼす影響

同-の撚数と鏡輪に於ける繊度が撚延に及写す影響~

各種撚糸が縮緬製品に及ぼす影響試験

日　同一繊度で同一重量の鼻輪に於げろ傭件で撚数と撚延を異にする場合

El同～繊度Tl同一撚教に放ける保件で鎖輪と挺進を異にする場合

3.経過並に成績

(1)撚教と撚延の関係　　　　　　　　　　　　　　,

A　引揃合糸せる糸を20分煮沸後確撚な行ふ｡備槍撚は各20回の平均とする

イ 鍛2��h鏨#�(cYgｵ�����Xﾏｲ��l鏡野(忠) I ー17 I 僞�ｫｉ¥I[r��撚延(%) 

2.657 -3.川口 �(ﾏｲ綯ﾒ�#2纈�

r7 ��u��8�rﾘ�2�

ノヽ 繁�8�86x�w��2�蔦2�3�2�27.7. 

B　施撚法はA忙同じ　又槍撚津も同じ

(9)



O　施撚法はAに同じ　又槍撚汝も同じ

.LIT-"I..A･-･-･.llI-･‥Itr--.-I---I-.--JL=:-11･--‥･-‥11　､･-･I pl･-　･-　～1･---:-…･1-A---≡--I･II-･--__t一l_･■lll1.I.-i-

イ 陳97��銀輪(忠) 僞�ﾆｉ¥In"��撚延(メ) 
生糸21中9本 (1890) �#��2.619回 �3"�"�

T7 ノ■ヽ ��8�2�仝ー_上 �"繝�2�35.4_ 

仝上 ��8�2�3.050 �3偵R�

D　施撚法はAに同じ　叉枚撚も同じ

イ ���7�ｾ)}b穎b��撚敷(米間) 僞�ﾖH*ﾒR��
生糸21;1(;諾三,上38上 �"經SH���38.6 

T1 _′ヽ �2.840 敵絋�B�

全上~ー全上. �2��ｳC"�53.2 

E　確撚汝はAに同じ　又槍撚も同じ

イ ���7��銀輪(匁) 僞��ﾒ噂HｭB白�68(%) 
生糸21中13本 (273口) 鼎2�2.576回 鼎R絣�

T7 ノヽ ��x�2�全上 �"纉#��5D.4 

全上 ��8�2�3.147 鉄ゅR�

以上ARロD E各繊度別の試静に放て､ Aは生糸21中1本に封する平均鎖輪が匁蜂でBは3･14匁Cは

8･21匁Dは8･45匁五郎･3匁で何れも8匁2-3分であるが､結果は織度の太細及鏡韓の重艶にかiわら

す､撚数が大になる程撚延は大になるQ恭しそれは一億で恵く撚度が槍加するに従ひ撚延も一定でe

なく撚敦が増加するに従ひ撚延も一定の曲線を碓V,て増加率を増す｡即ちA (5本)試静に放てU) (I)

Mを比較するに(｡)は抑よわ撫数543回増加に封し3.3%の増加であるがnは(ロ)より213回の増加に封

し3･8%の増加率を示すものである

同じくBCDEに放ても

A 宙8ﾘ6y4��390回 迭貭X,兀X+R�レナ-(ロ) �#C⑤Vﾂ�5.2% 

C 着D｢�ｩ�R��284〝 ���(4��n-中) ��Sxx��4.ークー 

I) 抽��ｩ��286〝 迭繹�b�M-(pJ �3�7"��8.8Q 

E 着Fﾆﾂ籀����352〝 釘纔x��ケサー(p) �#����8.-1-〟 

く10)

しき

nJu

の如く撚が強になるに従って撚教の増加率より撚延の槍加率は著しく増大する

( 2)鏡輪と推進の関係

A　生糸21中6本に放て撚敦3･100回を祐撚する場合銀輪を13匁15匁19匁位相

B　　ク　　7本　　〝　　8.077回. //　19匁21匁24匁　　〝

C　　ク　　9本　ク　　2.850回　//　24匁27匁32匁　/J

I)　　^/　11本　//　2･657回　//　80匁83匁43匁　ク

E　　〝　13本　ク　2.64咽　〝　33匁43匁50匁.I/

其の結果は攻の如くであるが蒐撚法並に披撚に就いては前試験法も同じである

イ �i7�E��ﾒ噂HｭB�������ｩ��B篥ｲﾂﾂ�僞�ﾞH晳ziNHｧ"�
生糸21中5本3.10q画一 (105日) �13 亦�c#r�2���大 

ーコ 一′ヽ ��x�2��x�2�全上 F仝上 倅�?ｨ�8ｮﾃ｣陳��"�碇｢r���

イ �i�ﾈ7颱�ﾆｉ¥HｭB��仞)}b穎b��撚延(形) 僞�路ﾋ淫ﾙzh富ｧ"�生糸21中7二本 (107ロ) �2縱xﾌR�19 �3��大 

p _′ヽ ��8�2�仝上 �#��36.5 傅ﾂ�

仝上 ��8�2�24 �3B縒�

i検車 剩Q敢(米間) �,�}b穎b��･撚鍾(形) 僞�路ﾋ淫ﾙziNHｧ"�

イ ��h鏨#��ﾃ冏ｲ���ｳ�?｢��2.850tEl �#B�41.2 坪自�R�

T7 ��x�2�仝上 �#��37.4 傅ﾂ�

♪全.上 凵W'上32 �35.6 

イ �i7��撚敢(米間) 辻ﾓﾒﾒ胄粐粤ｲ粐粐��僞�ｧ闔h晳�9NHｧ"�
生糸21中11本 (231日)- �"緜Sx���30 鼎R絣�大 

P ′ヽ ��8�2�上全 �3イ2�4��傅ﾂ�

仝上 ��x�2�4341.2 

ィ. �%�r�撚故.米聞)/ J 偬Ij�b穎b��撚笹(%) 併E�露�淫ﾙziNHｧ"�生糸Zl申l3本 (273口) 鳴�"緜CH���33 鉄B粤��大 

p ��8�2�全.上 鼎2�50.4 迄惲�

.′ヽ ��x�2�仝上 鉄��47.7 

以上且 B B CDEの繊度前各試験に於て何れも同一撚教の場合は弟輪の重量少なる程.撚延は大と

なか鏡輪の重量大なる程撚延は少となるo然し乍ら鏡輪の増加率と撚畦の減少率は平行でなく一定

の曲蝕を靖いてV,るo勿論繊度に伐って其の曲態は異なるが.それ旺後に繊度と撚教と抵延の捕係

に就て考案する事とするo即ちA B U DE各試験に放てU)-(plの銀輪の増加率と(｡)-ぐうの蕪韓の埠
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加率に比硬して撚畦の減少率は抑-(｡)に封し(ロ)-(A)の減少率は少であるoこれは緯度と撚数に封し

銀輪の重畳が投犬限度に近くなる番である

( 3 )線度と撚数と撚塩の関係

A　同一程度の撚教にに於て地変の差異が撚-)'jSに如何に影響するか

a　撚数は21630回程度とし､鎖輪は生糸21中]本に封し3･4匁平均にて行ふ

イ 刋�r�撚敷(米間) 仞)}b穎b��撚延(%) 僞�h�,ﾉ[ﾈ���B�牛糸21中5本 �"緜3x���17 �#�紕�6;0 

ロ .′ヽ ��ygｲ�2.630〝 �#2�26-.4 

〃9本 �"緜3梯��3ー �3"絣�6.ト 

n11本 �"緜#���38 �3ゅ��6.4 

ホ 碇ｨ�ｳ9gｲ�2.634〝 鼎B�45.8 澱纈�

1'撚数は8.ioo程度とし銀輪が1中1本に射し3.4匁平均にて行ふ

鮮度i撚敷(筆問) 剪ﾁ輪(匁) 僞�.ﾂ鞍���撚延の埼加数 

イ ��h鏨(�ｹ(cYgｲ�`3.1m回~ ��r�23.9 �6ぴ�r紕�

Fl ノ■ヽ �4繆x��x����l3.ー22〝 3.080〝 �#2�31.3 

31 �3偵��7.7 

クー1〝!3.110ク �38 鼎r���8.1 

ホ 梯��2�2���R��鼎B�55.8 唐縒�

A Bl上al-試験に於て札は比敏的房勇撚(張撚中の夢撚の意)である. 2･630回で行ひ銀輪を生糸21

中1本に3･4匁千早を加重したのであるが､地変が太くなるに従い撚延は増加するo然るに繊度
の増加数は21中生糸が押車上中軸13木造2本づつ増加して屠るのであって,その増加率は曲線

的に太くなる程減少して居るo　これに反して撚延は太くなる程増加率を増して居るo b試験は

比較的張掛である3.100回にて鎖輪を1本当り3･4匁ヰ均を加重して行ったbの成績を見ても糠床

が増大するに従ひ. aと同じく撚進の増加率は加速的に増加が認められる

B　今A試験とb試験とに就いて比棄して見ると同一緯度で同一重量の場合に何れも撚教が増加す

れば撚延も増加する｡又織豊が増加すれば撚延が増加する

Cl　同一撚敬と鎖輪に於ける繊度と撚延の押係

イ 倡ﾙ7��-撚敷 (米間) 貯,�}b穎b僖�鞍���生糸21中11本 (23一口) �"緜SwDVﾂ�43 擢偵"�

ロ ���9����#s8ﾏｲ��2.644〃 鼎2�50.4 

以上の如くab共に同一撚数にて叉同一重量の鉾輪の場合には鞍慶が太くなると継も増加する

4･結　:果

以上の試於の成績を撚延に放って比較した事は撚の状態を見る忙撚延と鹿教を考舞するのであっ

て撚畦の如何が5,ポ立の如何に尉係するのであるoヌ解の態V,強弱を決定する要素でもあるo

左操の戟点より考秦すると

(1)撚敦が増加すると撚延は加速度的に増大する

(2)銀輪の重量を増加すると撚畦は加速的に減少する

(a)繊度が増大すると撚延は加速ま的に増大すると言ふ事が出来る｡然し乍ら以上≡項目は相互押

係にあるのであって

①　撚数が増加すると撚延性増大するのであるが.今同時に銀輪をも増加すると,撚延の増加率は

(12)

異なって滞るのである即ち銀輪の増加率に伐っては燃延の増加率が減少する場合もあるo更に繊

度を増減する事に依って撚延の増減が起って来るのである

⑧　の場合に於ても鏡輪の重量を増加する事に依って､撚延は減少するのであるが,これに撚教を

増減する事に依って撚延も襲り叉繊度を異にする事によって撚延も又変って釆るのである

③　の場合も同じく繊度を増大する事に依って撚延は増大するのであるが､更に撚数を槍加すれば

著しく撚娃増大し又銀輪を増減する事に依り撚延は増減して来るのであるo従って聾撚糸の場

合撚の窺V,と言ふ事は撚敬が大であって桜庭の太い場合に撚延が比較的に少なくなる場/良.即

ち加撚切断強力に近い場合を育払､之れと反封の俵件の場合に弱小と宮ふ事が出来るo以上が

加燃された撚糸の各膝件下の撚の状態であってこれが縮緬の緯糸として製織される場合. -#･練

によって如何にシポ立及風合に影響するかを試験して見る

(4)各種撚糸に依る縮緬製徴試凝

前述の如く各僚件下の憩撚糸を縮緬の緯糸に訳殻し其の保件が精顔に依って現れるシポの外収縮

み､地風について考察する

｢き'-'冨諸芸芸雷芸lgSofwAp7芸芸187芸件で轍と継を異灯る雛

イ 僞��B偉R��撚延(%) �5h7ﾉ�B�将の梅み 2.657 �#�綯�166 傅ﾂ�

t2 ′ヽ �2�����23..9 ���"�申 

3.313 �#r縒�196 ��R�

B　繊度,生糸21中7本(147口)銀輪22匁

イ �&ｲ⑤Vﾂ��撚廷(%) 啌����将の撮み 2.630 �#b縒�150 笛B�

p �2腓#"�30.8■ ��s��I*. 

`′ヽ �2�3s��36.6 ��コ�-一大. 

C純度,生糸21中9本(189口)鎖輪28匁

イ 僞��B偉R��撚延(形) 辻�7ﾉ'b�噂の縮み 2.619 �3"�"�14CI 傅ﾂ�

ロ ���"繝�2�35.4 ��S��中 

ノヽ �2��S��39.5l ��ｳs"�犬 

D　繊度､生糸21申11本(231ロ)鏡輪野匁

イ 僞�ﾉ�B偉R��i撚延(%) ���2ﾈ7ｹ�B�博の縮み ?.55.4 �3ゅb�125 傅ﾂ�

t7 �"繝GB��44.4 ��3b�申 

ノ■ヽ �2��ｳC"�53.2 ��ｳS��大 

E　繊度,生糸21中13本(273ロ)銀輪4･7匁

イ P ハI 僞��B萎ﾘ*ﾉE�>2r�R苓ｹ�7ﾈｻ2�兀ﾘ,ﾉ(┴-ﾒ�

2:'lP三日……:.4: �6�������#��ﾃ�#"�/Jヽ 早 大 



備考①以上試耕した密度は

経糸､生糸21中2本合糸を鯨寸間95羽4本入れ

練糸､鯨寸間5本の時は112本7本は95本9本は88本11本は84本13本は79本の打込救

⑧　シ*'教は横一幅中にあるシ*'立の教

③　幅の縮みは綴上幅と仕上幅との比戦である

④　精練法は石鹸､硫酸ソーダ-精錬接である

以上AB CDE各試験に就いて成蹄を見るに,同一織まで同一銀輪家相ひて撚数と撚延を異にした

場合には其の製品に現れるシポ立,シポ数,縮み､風合が何れも異たる､即ち掛数と撚延の増加す

るに従ってシポ数は増加し,シポ形は′トJeくなるが,シポの山と答の角慶は急角と取るC又凍結及

弾力も大となる｡この傾向はABCD各試放即■ら5本7本9本11本の場合に於ては同一慢向の威拝であ

るo然しE(13本)に於いては研一(p)の闘係はAB U Dと同L;傾向であるが伺-(,艇於ては殆んど同

一状態で僅かの善であり､シポ立,地風に放ても同様であるo (日付の問題旺後程述べる)ここれは(｡,

及び('')の撚の茸さがE試験の族件である繊度13本(275ロ)銀輪43匁の場合に等しぐ最高度に近いと

官ふ事を意味するAB UDE各試験を比較すると繊度が増加するに従って､ ･>ポ数は反封に少くな

る

肖　同十敵慶で同一撚数の俵件に敬て債輪と撚延を異にする場合

A　繊度生糸2/中5本(105口)撚数3･100回

l銀輪'&'_ イ33 剩Q延(%) �5h7ﾉ�B�略の縮み 

54.8 ��モ�小 

ロ 鼎2�50.4 ��#"�早 

-pS0 �47.7 ��C"ﾒ�大 

r▲JI■▲rM･-･･一.-､～/--A-･･･1---.…　=･･､-‥･--Y･･-～-1-1--･　　-　　---5 J･｢--All._ll_

~j �,�}b穎b��撚延(%) 啌���B��描;の偏.ち 

tj �#x6ﾒ�����一一.146∴ 俾b�

.p ��,23.A.__ 偵�8cブ�����串 

ノへ~一一 ����20.9 ��祷+�B�■犬 

B　繊度生糸21中7本(147口)撚教3.077回

イ 仞)}b穎b��撚虎(形) 利ﾅ��B�噂の輪~み 19 �3��~153'~ 傅ﾂ�

:戸~--■~~ 咾(耳爾�/l38.-5~"■tT'■ 苓,Cス��8H�ｷ窈"ﾒ"�〉､…や1山~-~1 

.′ヽ �#B�34.7 ��ｸ��ﾓヲ�大 

C　林産生糸21申9本(189日)撚敷　2.860回

メ. �,�|�ｨ爾褪�ｨ蕀?ｕ���.-撚l蓮､､_(%ユ._ 41:p? 嬬H5h�ｲﾘ�籃��B�一幅.の一撮み一二一 24 1148: 碇��
_tZ �#��37.4 蔦�Sr�早 

ノ'ヽ �3"�35.6 都s��大 

I)鉄泉生糸21中11本(281日)撚敢　2,657回

~イ �ﾉt�穎b��撚■薙(%) 45.5 ����7ｹ'b�ﾓｨ�ｳ#��博一の■,一転も 
30 /J､ 

早 �3��43.0 ��C��早 

ノ■ヽ 鼎2�41.2 ��ｳ�S��大 

E　林産･生糸21中18本(27和)撚革2･644回

一　　　　　　　　　　(14)

ご　以上ABCI)E各試験の成績で現れるシポ数,シポ立縮み､風合を見ると織鹿と轍数カミ同一の葛合紘

一　僕韓の重量大で鹿延の小怒る程シボ数枚増加し､シポ立の山と谷の角度が急角になるp従って精練時の
･幅の縮みは大となる風合に於いて埠力を増し､小シポ忙現れて来るo

今同一の銀輪と同-撚数の場合に繊変と撚延の異なる(AのT)､)と(Bのイ)及び(Dの-)と(E

重のT')を比較して見ると繊度の大で撫延の大なる程シポ教は′トとなるD以上で各種催件の掛と製品の粛

源が明かになって､-希望の製品を製織する資料となるが､生糸を金糸し･確撚した場合確撚糸の繊度は

生糸の繊度より大となD糸長は小となるCこれは撚延に捕係のある事を知ってお､仁べきであるoi

番目　撚糸に隅する研究(其の≡)生糸の憩撚に於ける捧煮膏の研究
rll.日　誌

縮緬韓としてセ.).シ･)を柔軟忙し合糸を抱合密着させて確撚し易き状態になし.最良の撚糸を得るた

めには如何なる方港の緯煮膏が最適なりやj.即ち袈織精練して縮緬としての患任の地風シボ立ちを得

る事は患野的必須倣件であるo煮沸方卓の如何はセリS,ンの柔軟可溶の度を異にLt範仲度にも影響

を及ぼし,撚糸作兼時の糸の切断を左右し､良き撚糸の有無が縮緬製品の蝿風に大なる影響を及ぼす

ものである.

同種同繊度の生糸に於ても水質によむセ1)シyの可溶度を異忙し時間の長塩及び週夢の高低によって

もセ1)シ./の状態を異にするものである｡又緯煮きに代るべき薬品虚理･(リー車ング)によってセ1)
4　　5, ㌢盈膨化柔軟にして撚糸する事も考-られるo

この俵件を異にした轟衰さあ方法を探究し.嘗業者の熱望する一定の基準に畢すべく試故せんとする

21韓　漁　方　法

日　韓薫き時間とセp 5,-/の関係

生糸を緑薫音に先だち秤量し,冬時間的陳件(1分間･6･10･ 15･20･2年･ 30:_45160分間)に蝕む煮沸U
●

然る筏乾燥して再び秤量し,セ1)シンの脱落量を算出す考の簡便鼓を採用す｡

而して七gシソの脆落と茸際製織精#した場合の製品の堆鼠に及ぼす影響定検す

しき肖緯煮時間と繰清張仲夏
緯煮直擾即ち確撚直前の聾仲夏の測定にしてこの試験の結果は直接碓水の可否に影響するものにし

て張伸慶の大なる糸程撚糸作菓容易に1.,て切断回数も少く､最も施撚し易き状態となか終るものな

るをBLて茸際作美面の参考に供せんとす｡

臼　施轍の状況及切断由敷

何　槍撚及び撚糸の現伸展

時間的に異った韓煮き乾布ひ祐然したるも果して製織に適するや否やを槍するものにして概して苑

撚容易恕るものは製織可能なるものと考へられその張伸度を換するo

粥　袈織仕上(精錬)後の製品

各偉件により倖煮きしたる糸を用ひて製織仕上げたる製品につVl{

ElJ　手崩むく柔かさ)

(2)膝の有無

(16)　　　　　　　`



㍗ i

(3)精練速度

(4)外戟(地風､シボ立ち)等比較考察す

3･経過及び結果

(-)韓煮時間とセ1)シン況落景

秤量したる生糸を各々1分間､ 6㌧ ]0､ ]5､ 20. 2tr,､詩0､ 45､60分間煮沸(煮沸温度950C)直ちに

]30Cの水中にて洗搬後(800C2時間)乾燥し常温(420F2時間)に放置後再び秤畳すo而してセ

1)シンの減量を算出するC

試験結果は煮沸時間を増すに従0､,セ9シンの脱落-_Ei_を増すo備本試験に於ける数値は生糸(セ1)

シン及びフィブロイン)に到する値であるo

韓黄昏は生糸を煮排してセ1)シソを膨化柔軟(可溶)にし最も施撚し易き状態にするために行ふも

のにして之に代るべき葉品虞埋(ソ-キング)に依っても斯る目的を達成し得る事.も考へられるを

以て生糸の柔軟剤として,メリノール及び石鹸を用ひ試験す｡

生　　　糸　　　6匁

メ1)ノール　　　　Er～,Oof

石　　鹸　.･i/og (生糸に封して)

永　　　　　　　1升

清浸間時
.4▲

り一

ヽll1･′.1tノ

上記の割合でリーキングしたる糸の量はOlng:ミ%の槍量

と奉りセリシンの脱落畳は皆無である

煮沸時間 �5｣���｢�5ﾉM9x�7３�

1分間 澱紊R�

5// 澱經2�

10ク 唐絣�

ー5〝 牝��r�

20〝 免ﾂ繝2�

25〝 ��"��"�

･30u ��"縱R�

45〝 ��R��2�

60〝 ��ゅ#R�

メタ′-)i �����2Xﾙﾂ�

肖　緯煮時間と溶潤強伸長

緯煮きしたる糸を直ちに,冷水に浸漬する｡一旦可溶性となりたるセリシンを冷水にて凝固せしめ

合糸を密着せしむ0

本試験に於ては生糸21中単糸を供試料となす｡

生糸を煮沸すれば1 -10分間に於ては漸時張力及び仲夏は上昇し10-15分間に於ては府々減少する

も大差なし｡ 10-60分間に僚ては時間を増すに従ひ酎中庭は漸時減少の傾向をたどる.

温度 鉄v�ﾆ鼎8�ｴb��37QF �142oF �43oF 剞h.均 

関係洛革 牝�V���BR��1CIO% �1m% �100% 

強ナ7g ��ﾉ7９ｿI|ﾖyGi7３�亶ﾉf讎ﾆつ�伸度% 俯ﾆｦﾆ白�仲度%■張力g 剞L匪% 傅X4ｦr�伸度0 

一分間 田偵R�紺 佰ｳ�3｣ｨ����8ﾏｲ絣�3�纈�#偵"�#ゅR�#r絣�68.0 �#ゅ2�68.5 �#偵b�69.8 �3�粤"�69.0 �#停�2�
5/) 塘4偵R��79.5 �#偵��80.5 �3�繧�88.5 �3"綯�80.4 �3�繧�

ー0/′ 塔r絣��86.0 �32縒�83.5 �3"�2�87.ロ �32綯�86.2 �3"繧�

15〝 塔R纈��84.5 �32�"�85.0 �86sB�85.0 �32絣�85.2 �3"�"�

20〝 塔2絣��82.5 �3�絣�84.0 �86s��83.0 �32紕�83.4 �3�綯�

25ク 塔"���剳I.5 �3�繧�82.0 �3�縒�8ト5 �32���8ト7 �3��2�

30ク 都�絣��79.5 �88ﾒ���8○.5 �#偵��79.5 �3"綯�79.8 �3偵2�

4萱〝 都R蔕���73.5 �#r絣�75.0 �#r纈�74▲0 �#偵R�74.7 �#ゅ2�

60〝 度ｺ���69.r1 �#b����69.0 �#r���68.∩ �#偵��69.I �#r�2�

備考　韓惹き後直ちに130Cの冷水に浸漬す

(16)

白　滝撚の状況及び切断回数

八丁撚糸横に於て左右各2錘宛撚糸し,その切断回教を記録す.

作業は2時間牛なれど､ 1時間1錘に換算して次表を得o

メ1)ノ-ル浸漬したる糸は七.)シソは良く掛閏すれど合糸が牽着せず､切断回数多し,倫1分間煮

沸の場合に於ても斯様な傾向あわo

生糸2ー中9本含糸(銀輪37匁) 剞ｶ糸2ー中9本(鎮輪45匁) 

煮沸時間 ���&h���B亜���煮沸時間 ���&h���B偉R��

T分間 �6s#R�1分間 ��ｲ�

5〝 ��絣�5〝 ��縱R�

川ク ���ー0// ���#R�

15ク ���ー5〝 ���#R�

ZO〝 韮�20〝 ���#R�

25〝 唐�#R�25〃 �6sR�

30// ���#R�30〝 �"緜b�

45〝 �6s#R�45〝 途�32�

60ク メタノール �6sR��ｳ8���60クー 湯�

(yi)槍撚及び撚糸の温伸麦

田に於て施撚したる撚糸の槍撚(撚数及撚

娃)及撚糸の強仲夏を試験すo

ヒ粧於ける単糸の卸間艶仲夏試験の結果と

略,5同一傾向の曲線を描くQ

.生糸2伸9本合轟く鎮輪38匁) 

撚数2988回/米温匿66○FJ韓度77% 

煮沸時間 �處ﾒ���伸#(%) 

メリノ-Jt, �3S"�川.89 

一分間 �3H�ｲ�日.10 

5〝 �3s2�1ト60 

川〝 �3迭�ー3.86 

ー5〟 �3滴�ｲ�13.82 

20/) �3ィ�13.24 

25〝 �3sR�ー2.46 

30〝 �3s��日.60 

45ク �3CB�9.55 

60/) �3#r�8.02 

生糸27中9本合糸(鎖輪3D匁) 

煮沸時Fu日撚数(米剛 剩Q延(%) 

メ1)ノ-汁 �"ﾃ塔����0.49_5 

一分間 �ｨ62�_0.463 

5ク �ｨ4��8.473 

柑〝 ���0.453 

ー5〝 梯��0.445 

20〝 ���0.443 

25〝 ���8.420 

3D// ���0.412 

45/) ���-0.408 

60ク ���0.405. 

槍横浜による撚班の測定は煮沸時間の少い程

多く煮軌時間の長い程少く均斉なる撚糸と

なる｡

碑　製織仕上(精練)後の製品(緯煮時間l～30分間のものに-就いて)

(1)手腐り､ (柔かさ)昧煮沸時間を増すに従ひ柔かさは減少する｡即ち1分間の緯煮膏の場合が最

も柔かく漸次硬くなる｡

(2)腰の有無は手解かと同様に1分間煮沸韓の場合に最も腰が無く30分間煮排の場合のものは最も

腰の有るを感ず｡

(a)精　練　速　度

(17)



煮沸時間塩辛練糸程早く煮跡時間の長い程長時間精練せねばならぬ｡

(4)外　　戟

縮緬製品としての外取に於で大差を静められない.

B　依　租　武　威

日}{の生産に亦研究に一意専念する美音が直面する諸問題を本場に蓬び解決を求める其の数多く以下簡

草に項目のみ列輩すれば攻の榛であるo

l･禦警料の種類鑑定並に繊維の混合率こ

2･原糸OI)級度測定

3･原糸及加工糸の張力仲度測定

4･撚縮､撚数の測定

5･糊剤の有効度試j紛

6･原糸の長さ測定及加工糸の長さ測定

7･原糸の均舛度拭除

8･原糸及布の柔軟威置試験

9･輸物の喝力仲度測定

18･精練､森戸試艶及耽色試験

件　件件件件件件件　件　件
り亡　　7　ou EJ　へソJ RU　6　3　nu I

T l　　●･･11　　　　　　　　　　　　　-　　　　1　　1

77･染料部鹿鑑定

72.染色試験

13.染色墨牢度拭放

141仕上剤D鑑定

15.巣掛物の染料部島及仕上法の鑑定

I6.薬品の品質鑑定及分析

17.掛物の設計

18.鞍物観点生成原因の鑑定

計

2　賓疑鷹答の主Ts　も事項

7･療維工業用々水の水質に関するもの　　　22件　　　　72.染色法に躍すももの

21昏糸糊付法及糊剤に既するもの

3･撚糸に関するもの

4･穀物原料に駆するもの

5･筋欝に関するもの

6･管葛.鮎､合糸に関するもの

7･梅村モに関するもの

8･織物設計及分解に関するもの

9･製織法に関するもの

35件　　　13.染料.薬品に願するもの

38件　　　14.仕上及加工に湘するもの

70件　　　15.工場設計に湘するもの

18件　　　16.メサヤス､解物に誠すももの

26件　　　　77.離伽及び其の附鳥晶に関するもの

件　件件-件　件件5　7-　～　4　2　5　2

1　　　　　3　　　-　　-I

日山叩

件　件　件
JnHu HM山　r　-

∩ノL　　4

69件　　　78.染接吻の約良法に関するもの　　　　　23件

52件　　　19.原糸.布の鹿艶文拝加工に甜するも0　35件

58件　　　20.梯鮭の性能に園するもqj　　　　　　23件

rゝ

▼TjJ-Tp･･p･､　　　".

①　絹,人絹専門別技術研究禽

⑧　綿,ス7,巌専門別技術研究禽

亦専門別技術研究骨点が先進地の業態を視察する事により･鼓術に関する見聞を停め日頃の研究によ

い犀の効果を収め長所を取か入れ短所を捨て､生産能率の増加､製品の庫良化等に大Vlに参考とな

D有効であった0

4　箕地稽塵並に調査の主TIる事項

①　離磯城に関するもの

㊥　赫物設計に関するもQ)

⑨　糊付革に厨するもの

④　撚糸撚及糸樺に関するもの

◎　織蔑及メタヤス携り調整に関するもの

◎　Trピー晩及ジャカードi掛こ国するもの

⑦　染色法に関するもの

①　精錬藻白に関するもの

件件件件件件件　件4　6　8U　7　4　2　　nHU　9-　　　1　1　　1　　3　　2　2　r･- ①　接吻仕上にEqするもの

⑳　製投射こ関するもの

⑳　顔城附鳥晶tq'L関するもの

⑳　=場暖房に関するもの　~

青号

⑲縮緬製放任樽習　　　延人員

㊤　二軍ビロード製抜放博習　//

⑯　縞織甑扱法停習　　　　〝

件件件件件名名名3　5　4　りL　2　5　8　42　2　1　　　　　3　　7　　　-　　1

9L

5　依観加工の主Ts　る事項

中小工業者は経営に追はれて自ら研究しようとしても中々出奔難V,･其れで嘗場では業者の希望に藤じ

て試験及研究を行ひ.之れが結果を捷示指導し其の那勺を果させて爽た連なるものは次の様であるo

7D.ジヤカ-F顔及ドピー額に関するもの　36件　　　271其の他の事項　　　　　　　　　　57件

17.精錬.禁則こ関するもの　　　　　　23件　　　　　　訂　　　　　　　　　　　　　695P

3　講習骨､研究倉等の主Ti'る事項

(-)講習骨,再演骨

噂好と鮭済界の動向によか､襲縛趣かない･各種織推工集には如何にしても市場性の豊中な魅力に富む

製品を産出しなければならないo其の葛には.高度の技術が要求される本場としては,中小工業の技

術の向上を愈々旺んならしむる篤に本場が主催して各業種毎に本場聴負.業界又は学界の構威者を招

V,て講習骨及講演骨を行って木た｡

講　　習　　骨　　　　8　回

詩　碑　骨　　　5　回

日　放　術　研　究　禽

技術者,相互の鞭達と技術の交流導入を計って,互に繊維工業の技術の水準を高め様と.各工場の技

術主任者を以て組織し､本場が世話役となって､結成して居る糞色別､技術研究骨は毎日定例日を決

め､本場を禽場として開催致して居る業種別技術研究倉を大別すると夷の様である｡

(18)

'壬㌦き

⑤　品　　名

用　　途

原　　料

密　　度

組　　梯

糊　　付

織上長

織　　横

精練轟白

結　　果

②　品　　名

用　　途

原　　料

密　　度

組　織

糊　　付

織上長

織　　機

縮　　　　　緬

着　　尺　　稚

軽糸　生糸21中/3

練糸　生糸21中/7　32捧　3000T/hI

既100勿/鯨寸1羽2本入　打込数　95本/鯨寸

平　　　　　撒

壷糊付　小穿粉､布海苔.白ロウ　3%

35鯨尺　幅1尺1寸5分

津田米式織機
一般精練.漂白を行ふ

一魅及古渡縮緬の製織を行ったのであるが弾力性あわて渡のあるシボ立良好な製品

を得て依頼者に発途した所非常に好評を博し,之丸が事備蝕を実際に示し亦拝啓を

行った｡

東　雲　縮　緬

着　　尺　　地

露糸　生糸21中/4本

練糸隼糸2坤/11本生糸21中′埠　合糸32捧8000T/nl生糸21申/2本合糸

2.3撚　400T/H　上林

鏡100羽/鯨寸1羽2本入　打込敷　90本/鯨寸

平　　林

壷糊付　布海苔.小変粉.豚,自t'ウ　3･5%

34.5鯨尺　幅1尺4分鯨

津田米式織機

(19)



仕　　上

結　　果

㊥　品　　名

用　　途

原　　料

密　　度

組　　織

糊`付

精練､漂白する

東雲縮桁として碓風便秀な品を得､依頼者に提示すると共に製織法の指導を行った

古　代　縮　緬

着　　尺　　地

踵　糸　生糸21中/4本

練　糸　生糸21中/12本:;2撚　2900T/AT

雄　9;:,狙/鯨寸1 1羽2本入　打込教85本/鯨寸

午　　織

壷糊付　布港苔､小変粉､白ロウ　6.3%

鞍上長　　　45鯨尺　幅1尺1寸4分鯨

織　　機　　　村田式織機

仕　　上　　　一般方法にて精練鼻白を行ふ

結　　-果　　　量目舘緬中の重日として非常に風合良好にして特にポツタ1)として垂れがあわ弾力

性に富む腰のある優秀製品

④　品　　名　　　　　縮　　　　　緬

用　　途　　　着　　尺　　地

原　料　　荘糸　生糸42中/2本　　　　　　　　　　.

練糸　生糸21中+28中+120デニール　32撚　3200T/nl

密　　度　　　筏　95羽/'鯨寸1羽2本入　打込敷88本/鯨寸

;阻　　粘　　　平　　織

糊　　付　　　壷糊付　布海苔､小変粉,白ロウ､豚　5.3,oi

織上長　　　35鯨尺　幅1尺1寸4分鯨

織　　機　　　津田米式織壊

仕　　上　　　精練漂白を行ふ

結　　典　　　原糸が非常に太くして織変が不均斉な葛に縮師としては,危慎まれたのであるが割

合に稚風良好な製品を得､依頼者にも大いに参考となり好評を博した

名途料　安織長磯県　　名途料糸

上

品用原　培組織鞍結　　晶用原緯 麻　　織　　物

-ンカチーフ地

砺

経緯儀.千2 0 糸　ラミー糸135番

糸　ラミー糸144番

41羽/吋1羽2本入　打込教92本/吋

織

吋04幅

五百川式織機

従来より胸三叉は綿織横にて製織されて居たが,今回絹織横による製織をJ待ったが非

常に良好な生産能率を示し稚風も優秀であった

襲　　わ　　触

着　　尺　　地

露　糸　生糸21中/2

生糸42申/1触糸

(20)
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.し事

密･鹿　　渡100粥/鯨寸1羽2本人　打込敷6･5本/鯨寸

織上長　　32鯨尺　幅1尺鯨

組　　織　　　平　　林

織　　機　　　津田米式織横

仕　　上　　　精練,藻白を行ふ

結　果　　替り軸として面白く其の風合も良好であった

①　品　　名　　　ガラ防綿織物

悶　　途　　　着　　尺　　地

原　料　　経緯糸共にガラ紡綿糸13番　経糸150TinI

密　　度　　俵29朋/吋1羽2本入　打込敷37本/吋

糊　　付　　　乾糊付　小変粉､豚　5%

織上長　　18碍　幅　36吋

結　果　　農家の副菜として生産された綿花をガラ紡機にて紡持したるもので良質の製品を得

る事が出雅た

6　現在の主TS　る機械設備

(i)準　　　備　　　横

武名及機名　　　窓教及錘数　台数　　　　式名及横名

須賀式糸繰横

枠式糸繰棟

糊　付　壊

藤田式合糸横

須賀式合糸横

須賀式絃揚磯

桐生式管春機
//

(2)織　　横

磯名式名

豊田式自動徽横

豊田式織横

原田式タオル織横

大隈式二重ビロード織機

津田駒式絹織機

高田式有線ビロード織壊

五首川式綿織機

村田式絹織機

津田米式絹織機

ハ- 71マ./綿織機

(3)ジ　ャ　カ　ード横

村田式ジャカード蛾

村田式ジャカード横

40

20

18

2

20

10

4

2

l　　　　ディスク式菅春機

2　　　皿巻式管巻嘩

1　　　宇野式下管春機

敬感o o及1　1敬忠

10

1　　　辻富式チーズワインダー　　6

1　　　須賀式撚糸機

1　　　服部式撚糸磯

1　　　平山式八丁撚糸概

1　　　須賀式整経横

60吋　　　　草停

44ク　　　　　　〝

64 〝　　　　片側4丁肝

60 //　　　　//

67ク･　　　両側4丁挿

86ク　　　　単称

48 〝　　　　両側4丁梓

●ク

両側2丁符

44 〝　　　　畢挿

900口　　　　径勧

600日　　　　//

31時il E:

台　ク　ク　ク　ク　ケ　〃　ク　ク　クl　｢⊥　l 1 1 1 1 1 1 1

台　ク2　1

吋

0　04　7

d

l

敬台1　1　1　1　1　1　2　1



(4)メ　1]　ヤ　ス　梯

K式240本自動靴下編磯

2ll寸大丸概

(5)精練､染色､仕上機

精　練　槽　　　　　　3尺×4尺

銅　二　重　釜　　　　　･0,月X5月

鉄　二　重　釜　　　　　　t''･尺X5尺

ウ　イ　ン　ス　横　　　　　　　60ヶ

脱　　水　　機　　　　　　　30ク

蒸　　　　箱　　　　　　4尺xP,尺x r'Tミ

橘　　盈　　棟　　　　　　100〝

(6)試　験　畢

槍　位　衡

槍　類　各

線　力　計

槍　撫　器

槍　尺　器

薪　横　長

高　座　器

自動強力試験器

水分検定蕃

台　〃　ク　ク　ク　ク　ク　ク　ク2　1一1　1　1　1　1　1⊥　l

2　桟

台　ク　　台〃　ク　ク　ク　〃　クー　1　　　1　1　1　-　2　1　1

恒温乾燥器

布張力試験器

調剤天秤

化学天秤

布摩擦試験機

廻　轄　計

スト｡ボスコIプ

其の他計希具

械　　　部

台　ク　ケ　〃　ク　ク　〃
1　2　1　1　1　1　1

確　　認

願下の横磯工業の大半は中小工業であり､其の中でも大牢は小工業の部類に畠するものであるo而し

て之を生産面よわ見ますれば､一定の製品を生産するのではなく､大部分が修理工場の如き形態をなし

て歩みを揖けてゐるようなものであり､従ってその技術,能琴面に肇する観心うすく,只草に造申上げ

た製品が使用にPurjに合-ぼ良いと謂ふ桂な考-で之を如何にして良い製品にし.能率を上げてコストを

下げ棟かとの進歩改善に努力するの意が少くなかったのであるoそれ故本場機械部としては技術,能率

の改善進歩に意を注ぐ操業者に啓蒙すると共に現場指導の第-戦に乗か出した夷第で其の鮭果相当の向

上をみたのである.虚が前述の如き形態をなしている横械工業は,一変繊維織物業に不凍がもたらすれ

ば.この工場の壊械鯵理を主として露営して釆た機械工業者の不振と成るのは当然である｡其の時二月

弗よりの繊維業の不振及び金融面より横機工葉の不振が大きく現ほれて来たo

それ故之が打解葉として本場機械部と致しました.之等の業者を集め組合の結成を行ひ､そして此の組

合を主体として実証の新開拓を行ひ､磯城工業の振興を計らんとし､この組合結成に努力して居った矢

先､七月の朝鮮喜壁のぼっ畿により賛材が暴騰致して歩むまして之に依少愈々此の中小機械工葉音が窮

地に追込まれる事と成って,ここに放て業者の認識が急速に高まり遂に壊械工業協同組合か誕生したの

である｡

(22)
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一棟之に依って受証の形態は出来上ったのであるが､前に述べた点から技術面に放て他府願より来た相

当の開きのあ.るのは且のがせない事実なのである｡従って他府願の発着と競争する鳥には先づ技術の向

上に依歩製品の優良化､能率増進によるコストの引下げをしなくてほならなV,のは当然で,本場の指等

の必要性が倍加せられたのであるoそれが烏には製品検査の茸滝と同時に現場進出技術の指導強化を計

b業者の設備磯城の不足､叉製作困難な晶は本場機械部の堆械設備の利用と依輯加工の形に依り之等を

引受ける等の手段をBLってこの不足を補ひ､機械の改良に依わ能率増進を計るに努め､之と併行し本年

度新たにクロJ-ム鍍金装置を設置数しまして鍍金の研究を行ひ､鍍金に依b金島の表面仕上よりの製品

の優良化に努力して居るのである｡

文一方機械工業者のみならず各種機械の改良､試作,製作専行ひ之等業者の振興を機械的方面上申計っ

ている次第である0

1.試験研究に　関す　る事項
8F

A　貴　　意　　試　　験

(-)試　　　験

(I)l　題　　　目

､､_

クローム鍍金液中の硫酸が鍍金発揮に及ぼす影響につV,て

廿　日　　　的

クローム鍍金液中に含有する硫酸分の過不足は鍍金光浮に及ぼす影響大にしてク｡ -ム鍍金液補充

に際し硫酸がク｡ -ム酸に含有する故硫酸過多になる､依って光津に及ぼす硫酸量の許容範菌をみ

んとすo

I　方法及び結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

上記研究の-投階として尭づ一定の湿度及び電涜密度下に放ける範囲を見た

1･ C,0.3中に硫酸根の有無を捻出

両　2針のCr03を20ccのE三0に溶解

笹)回の溶液に25%の壇酸20ceを加-更に2grのアzrLlコールを加〈還元

(C)之に1ccの増化′Tl)ウームを加-た結果白濁す､依って硫酸硯の有を見る

2.ァノt,カ1)塩の槍出

回　7grの(Jlr03を熱灼しその譲渡を30ccのE20に溶出潰過

(L･)上記浪過液を蒸発乾固しその浅漬を重量魂定す,鰭果O.帥Rgr

】､ 2の試験結果ITルカ.)塩については許し得るものとし､硫酸根の除去にBa･e03を加へ除去し之

に少量の硫酸を加-つつ試験を行ふ　一

電涜密度-BOA/dm2　液の温度-40OC⊥550C

(23)



4　!茨色宗状の鍍金両
1

4.5　≡　焼け色が帯びた鍍金面

5　.全休に焼け光帝を失ふ

(2)l　題　　　目

クローム鍍金の剥離及び脆とビンホ-ルの比較試験

廿　日　　　的

本場機械部に於ける鍍金製品と発着の鍍金製品との鍍金製品との上記比敏試験を行ひ以って製品の

優良化の賓に供すべく之を行ふ

(　方法及び結果

試験片　4m/n坤xlOO,　軟鋼線材　同保件にてこツケ,L鍍金

本場機械部の鍍金の族件

鍍金液の組成　Cro3-25触r Ⅱ,0芸11 H･lSO1-29,

電　流　密　度　　20A/(Tm`三

電　　　　　歴　　4-5V

液　の　温　度　　400-550C

莞者の鍍金の僚件　　　　不明

-｢､

R.剥離及び脆性の試験方法

左の圏の様に試験片の中央部を-定盤にてつかみ､ 1回3秒の速度で

@　　　之を折曲げ､利敵及び97断する迄の屈曲教を以って比較す

b.ピンホール試験

最初稀礁酸に浸漬して.ニッケル確肌をとり之を10%の硫酸銅溶液に約80秒間浸漬してピンホ
ールより銅の析出するを以って比較す

以上の方法を以って試験した虎下の如き結果が硯はれた

匿分与剥辞 劔冓玩噺(鍍金せ好:試片rJ切断) FG 劔�785ﾈ7｢ﾔ､ﾂ�

ー �2 �2�｣_ー⊥_一 ��俚��.I -i⊥ �2�4 偵YKｨｼ���ﾘ�R粨耳爾�

磯城部 釘�3i ���4i3喜 釘�i 5i4与5 �5%h 勍5 俤xﾔX,�+X,I�H,ﾉ�INHｧ)4傅ﾘ+R�

日本鍍金 �6s"�Zを �"�Zi2 �"�了そ �"�2 �2�2 ��X*ｸ*ﾘ�.ｩmｨ/�ﾊ�.��

(3)l　暦　　　日

硫酸及各種塩化物並に混合液のC r鋼に判する腐蝕作用の研究

廿　日　　　的

電束鍍金に際して其の金展の既脂と顔の除去を行はなければならす､之に磯城的に行ふ迭あれど品

物の形状によみて不可能なものあわ伐てつJZ.を化学的に庭理する法を研究する目的を以って琉鞍及

各種塩化物のC l鋼に封する腐蝕状況を見る　　　　　　　′

‡　方　　　法

試　験　片

(24)

LJ

試験片の製作　14%Cr錦の粗相(40m/m中x IT)Om/1n)を旋刷上仕上を

瑠±±二一三藩- (斜線取ほて)約35m/m中X2mの試験片はa'

①　Ⅱ2SO4+Cuc12

濃渡　50%のEl･SOiにCu¢1･_,の終液の添加量を10%､ 20%, 80%. 40,0;とした時の試騒片の腐

蝕率及び其の状況

々左∫0,J十Ca eAZ

腐蝕滅骨(3Acミ)五時間
β　戊　B.α ～.tf q'd tS q･ :0/O LCO1 003 007 00& 材 004 003 cc 〝′ �� ����

～ ����

1 l I 

/- 
/ 

I �� ��

n%　　一aクY. ､柑Y.　4'0〆

CaCllHLO添加阜･

CllClZE, 0の添加量10%, 20,%､ 30/o左. 40%に於ける5時間複

の-平方糎当りの腐蝕減量gを以て表はすと

CtlCl2 tI, 0 10,06-0.0001g/¢m2

I/　　　　20 形 -O.0005g/6m2

〝　　　　30%　0,00175g/cm2 .

J'/　　　　40,00' 0.0045g/cm2

腐蝕状況と考察

壇化第二銅の永溶液の添加量に依って腐蝕量が非常に異なる事､或は表面は金轟光津を有する

に点蝕の起る事あり､そして其の点蝕は二建類に分けられる疎に思はれ､即ち試片の底面が容

器と接燭する部分的侵蝕が其の一つで金最は其の部分で表面から侵されて行く｡他の一つは春

希との凄解とは紺係なしに生ずるもので､金属表面の豆乳郎さら点蝕が起り,其の部分から内部

へ侵蝕が進行して行く事,或は犀蝕の初期に放ては全然点蝕の位置が敏察出木改かった.これ

に依ってclイオンが極めて横小なる弱点から内部へ侵す事が解る

⑧　E2SOJ

濃度10%, 20%､ 30%､ 40%. 50%,の腐蝕率

腐蝕滅音(3/rZ",)五時伺

戊　bt d A b..a.

.占′′〝 007 0cc ,007 006 cc5 cc4 OL23 002 〟♂′ �� �� ��

I/ 

/ ��
/ ��

J_/ �� 

/ �� ��

0　　　70　　26　　30　　40　　510

K2∫04Lの確度D/Q

(25)

H9.S04の濃露10%, 20%, 30%, 40%, 50%

の浸痘5時間に放ける一千万堪当りの腐蝕減

量

H2SO+　10%一0.00154g/cm2

ク　　　20% ～0.00275g/cm2

ク　　　30 形 JYO.00486g■/cm2

ク　　　40 %一0.00720g/cm2

〝　　　50% -0.100g/cmZ



③　Cucll,H･20, mSOl, Fec】3に長時間浸濃による晦蝕量

濃度何れも50/oc'　浸漬時間　24時間

Cucl二Ⅱ2 0　　　-　五･_,Sol Fech

O･206鼻汁/cml,　　00222trr/cm2　　　0.03 1 1tp･/cn12

斯様な結果に依りて一腰濃度の加減により金属光津を失せず短時間に金蔵の鍍金前の塵理が出来得

ると思ふ

に)試　　　作

(I)I　題　　　目

撚糸横の試作改良について

廿　日　　　的

昨年度の撚糸機試作､試験結果更に之を改良し一骨の効果を馨げんと各部に渡り研究を行ふ

‡　方涛及び結果

il　ベルトの各部分の張力について荷重3Kgと4Kgにて行ふ

車庫団

軸間距離-2175m′'m jll-11りrのel'a只〝中　ベルトーー1/2ゴムベルト　温度-50C　天候=晴

上圏の如く荷重を加-その移動距離を測定

結果次表の如くしてそれぞれ一つの曲線を得たり

+' ��ｲ�2 �2�4 迭�6 途�

7 都B�24 �3��38 滴�ｲ�44 鼎B�

2 都2�25 �8�ﾂ�35 鼎��43 肪�C2�

3 �ｩ)｢�20 �#b�33 鼎"�44 鼎B�

4 都B�24 兀R�37 鼎B�郎 鼎B�

平均 ��ｳ2�2十 �#��36 鼎"�44 鼎B�

･･:I; ･･

h接芸よこ;芸孟;芸芸耽品〝中号〝中瀞作とし之の回特赦及び賂ベルトト薄

l

固持計-ストロボスコ-　velLtの速度170m/mm (-スラー固持計にて測定)

左の園の如く刻印し之に3:わ減速の賛化をみる

スピンドルホ

ワールの直径

旦〝
16

1

7

RPAr　回樽の-　Vellt速r%lLom′mm R･P･M/rp-

8380人′3300

3500

-す17
3640　　　　　　　90.6%

4070　　　　　　　86 形

-花王甘
4250′-4200 4540　　　　　　　　92.4%

4900-4800　　　　　1　　　　　　　　5240　　　　　　　　91.6 形

以上の結果よ蟻てh"中のホワールが最適と息はれる

B　依　　頼　　試　　験

H　銅材の材質鑑別試験

肖　ボールト熔接部分の引韻試験

Ej　紡織1)ンクの硬度試験

(tq)熟慮理品の硬度試験

(i)織壊部品の硬度試験

凋　バルブ使用の砲金鋳物の壊張力試験

(e)熔荏部の破壊試験

シャフト材の替曲試験

主なるもの以上の如くして､其の他種々材料に関する依煉試験日月に多く設備の関係上試験出奔す.

断るもの叉多く之は業者の材料に封する認識向上の左記でありますo

2　質疑鷹答の壬Tf　る　事項

(D　金爵材料鯨易鑑別法に就いて

㊥　軽金巌及び木財の抗韻力試験に就いて

㊤　グライyダ-歳石研削速度に就いて

④　敷物鋼TJ漢人.境戻等に就いて

⑤　適材と適当な無慮理法及特殊鋼の特性に就いて

㊥　金尾材料の抗環力試験に就いて

⑦ ,てルブ､グラシFコyク.メ-?,ニック等の加=に軌､て

@　錬山村トロyメタルp-ラ-加=の切創に就いて

①　=作摸城の測定器具額の使用に就いて

⑳　足踏ビp-ド粒隣の製作に就いて

⑳　ベークライト用金型製作に就いて

⑳　新撰械工場設置oL)扱械配置琴に詳いて

⑳　ウオ-ム及ウオ-ムホイル加工等に就いて

⑭　仕上塀城の冶具製作に就いて

⑩　ボイラーの材質検定方法に就いて

(率　管巻磯城rJ改良及=作法に就いて

㊥　二重天鷲織裸部品の断面作成に就いて

⑳　t='ニ-ル樹脂製晶の切断方法と敷物に就いて

⑲　合成樹脂製品の硬鼠転続釈放の測定に就いて

㊨ ･/ヤサン〆の敦先r)硬度並に材質に放いて

㊧　綴携部品､カワタ-の加=に就いて

⑳　ダブ71-ニカ71･ギヤ-製作に放いて

件件件件件件件件件件
l=25　ほ　42 4　1 2　3　柑　2Ubュ

2件

5件

6件

8件

2件

2件

2件

4件

7件

3件

2件

1件

⑳　べべ7Lギヤ-のトップアyg-ル及べ-スア./g'_JLの求め方に就いて　　2件

⑳　コンデンサー部品製作用9]断機の拝造並に能率に就いて　　　　　　　5件

⑳　Vベルtr)停導馬力に就いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1件

(37)



⑳　軌楳及べJL ll張力cTJ測定に就いて

訂

3　講　習　骨　及　び　研　究　骨

中小企業者の振興を計る最も手近な方法として進んで現場に乗り出し､工場診断或は技術の普及を計つ

(:の這慧霊荒㌘芸等芸専出来なかった口で#'･'ihlt思って居り､下記懇談骨抑た絹である｡

開催3-JTL- �(ﾈ�?｢�｢~壷~~~~~~~~-冒 偬��逸"�

木場 �#YD緝ﾈ纖?｢�徽械IF}':抗取掛71王に就いて �#)kﾂ�

〟 梯�?ｨﾈ繪?｢�･舘凝部や,の製作普及放球楯両に関して ��ｳikﾂ�

// 弐iD繆ﾈ闔ｨ�ｩ?｢�1)ソゲ加I丁平賀に就いてJa本年度01操城 丁業の振興に就いて ��ｴIkﾂ�

〟 ��8ﾈ繦?｢�輸出r,rT〕ビットプレ-ス9-J製作普及と壕備 に関して ��洩ﾂ�

(2)講　　習　　骨

業者の技術向上の講習曾としては別に行はなかったが,春季,夏季､休暇を利周した高専生,の現場

工作技術の指導を行ふ

(開催地)本場　(月r=l)菖L'･-,年8月一重･q月20日間　自26年3月2日一至?･月8日間

(要旨)現場工作技術指等　(出席者)延計100名

4　貴地指導並に調香の主TIる事項

①　フライプ解､年別感L形捌矧こ使用する冶具足取付金具に関する才旨導

◎　紫虞軌こ依る襲両硬化rJ更地指導

⑦　旋怒.ボール鰐等'rJ新携械配置による基把並びに心出等の指導

④　工作に勤し持寄測定器具有の俊昭怯

①　t1-ニ-ル樹脂製品を･切断する敷物CL)工作法に依る指導

①　金屑材料の鑑別方法(火花試験による指導)

①　コンデンサ-部品製作用,T_'切断機FJ改鳥方法に就き指導

㊥　コンデンサ-部品製作用〔r,締付金具cL)改良方法に就き指導

①　鋼7:,焼割れ¢防止に関して指導

⑳　フライス矧こ/L薗切をす三,場合.イ"-:ツクス0-u割算と符用方法

⑪　ノミルブ､メ-ンコック､ブランドコックの加=行程に依る指轄

⑳　其の他=n加工に於ける接術筒の指導

訂　　　　　　　　-

件件件件件件件件件件件件件6　2　ワ1　nU　ワ｣　-　　-　3　2　Ar nU　…　no1　11　　　　り′-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.-　8

5　依頼加工の主Tl事項

製品の優良化について,業者も愈々目覚めて釆て精度ある晶を生産しなくては怒らす､技術指導の不足

は依輯加工によ中箱なひつつあわ､依頼される品も相当精度あるものとなって来た.然しかかる品も業

着で充分出水捲る日も近い事と確信致し,攻に主な事項を列畢すo

①　バ)Lプ.グラyFコック､メーンコック顎0-)加=

㊥　銅山席トロソメ,R)Lロ-ラ-の加=

④　ラチエヲT.ギヤ-､平歯帝,ウオ-ム､ウオ-ムホイJLO-U加工

◎クラyクシャフトのフライス作緊

(28)

昨旅順昨
[山叩　　　　. ｢肌Wn　｢=H

◎　エyトミル.サイドカツタ-､プレ･/カワタ-其の他工具塀の研磨

⑥　鉄杖扉の製作

⑦　べ-クライト及合成樹n冒製品用の金型等

◎　工木機械の修正並に部品製作

⑨　建築用金具額

㊥　4択旋盤の粗立ヾ修正.部品の改艮

⑪　電動横用カノく-の加工

⑳　工場用シヤフーの歪の修正

⑲　合成樹脂のテ-7切断

⑭　バイス部品の加=

⑯　ジブ-ツドキ-qIJ加工(工作横臥錬椎機械刷

⑩　べヤ.)ソ〆,ボディ-の修正

㊥　マyホ-7Lカバーの加工

㊥　乾晩用放弊衣の製作

⑩　木柄創帝用部品の製作

⑳　手鍋の9]断

㊥　椅子柁金具顎の製作

⑳　其　の　他

酎

6　現在の主な　る機械設備

(i)工　作　蝉　械

旋　　盤　　8･オールギヤ

6.英　　　式

6.米　　　式

4.英　　式

4.米　　式

ポ- JL盤　　22〝7アプライTL型

卓　　上　　型

ポ　ー　8　ブJL　型

卒　倒　盤

(2)試　験　専　横

アムスラー寓熊材料拭放携

アイプット衝撃釈放機

転力訂試放額

(3)測　　定　　器　異

国韓速度罰

鹿渡積読訂

照射測徴計

厚さ測定器

ブT,ツクダ-ジ

清人:9ゲrジ
Jこ

テ-ど-ゲ-♂

サイy'バr

円噂ゲージ

台　台台　　ケ　ク　〃　〃　ケ　〃　〃　ク　〃1　1　　-　　　　　　2　人ソし　1　　-　　4　2　1　1　1

(29)

台台台台台台台台台1　2　1　3　5　2　1　　-　　1 形　剖　姫

里　倒　姫

肺肺肺純綿肺粁純綿旅順旅順牌肺紳肺肝肺¶､...　.　二　つし　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　7

プライス盤ノ{-チカ)Lアックチメyt附1台

密　封　醒

研　磨　樺

盟　　鮭

1台

カ･Jクー研磨盤　　　1台

爾舜研昏機　　1台

がIタブ7t型　　　1台

1台

ショアー硬度計

TJ.}クウェル硬度計　-

銅材火花検意漂準武野片

工具検秘

本ヂ却メイT･検査器

ネヂ測定用三針

光盤定盤

ギヤ-ヲ-ス)1-ニヤー

ラtJクゲ-♂

セyタ-ゲ-lip

ピッチダー･>'

RF'-♂

台　台組

ケ　ク　粗　ケ　〃　〝　〃　〃　〃l　　-　一1　2　1　1　4　2　クー



JiZI

-<イクロメ-タ-

インサイドマイクロメータ-

ノ　ギ　ス

JLlイトゲージ

チップスゲ-ジ

備設炉置他耽完の　金其火鍍㈱

ケ　〃　〃　〃　〃
∩‖U rI　　り′L l　1-

シックネスゲージ

ド1)ルポインT･ゲージ

ダイヤJLインヂゲ･-タ-

ダイヤJLインヂデ-ターセット

コンビネ-.I-ヨソセット

杵守葬折合

1

セ　レ　ソ　整　流　器　　　　6V　　40ロA l

lZV　　2コDA

鍍　　　金　　　槽　　　　　　　　　　　　　1

水　　　洗　　　糟　　　　　　　　　　　　　l

ケ　〃　〃　〃　〃　〃
1.1　1　　6　　1一　l l

3　~木　　　工　　　部

速　　読

輸出木製品申玩具の占める割合は比較的大きく,又他の木工業からの韓換及副業が容易にして､木材

の種別の制限も他の木製品よ声援和されて居る｡比の点より木製品業者中には玩具製作に轄捜して居る

者が多数あり､之等の多くは革-生産にて玩具雛作の基礎降件に立脚していない状態であるC比の点に

鑑み本場に於ては木製玩具に於ける取材意匠,色彩.工作､塗装の基本的研究をなし,特に塗装は簡易

に使用出凍る横合成俵脂塗料に依る塗装に重点を置き研究を実施した0

7　試験研究に　関す　る事項

A　費　意　試　験

(I)輸出向木製玩具の研究と試作

翰出向木製玩具の意匠,設計､塗装に重点を置き､下記の項目に付き､研究をなした

抑　木製玩具に於ける標準色塗膜の発色､滑性,敬性比較試験

(A)日　　的　　現在玩具の殆ど経ては製品として表面美化,即ち塗装汝に依わ玩具の生命とす

る商品慣値を高的んとする折から､ラッカーに要'る合成帝脂塗料に依り蟹色効果､滑性,敵性

を大にすると共に､合せて経済上及作業性の容易ならしめんとすo

(B)供試料　　　　　.

顔　　料-.白砥臥洋朱､黄鈴､紺青,　　下地軌-臥ゼラチン

塗　料･･･着色ラッカー､クリヤーラッカー.尿素系合成劉旨塗料､ jタアク))ル酸メ､チ-〟

樹脂塗料

目　止剤･-赤砥粉

供試板･･･l)蔑料T地(豚叉はゼラチン)　上塗　メタアク1)外敵Jチル樹階塗料

廿)同　　上

I)着色ラッカー

孤)同　　上

V)同

(80)

尿素系合成樹脂塗料

メタアク7) )i,壊}チ∠レ葡階塗料

尿素系合成樹脂塗料

クリヤ_ラッカー

lL■ヽ一･･-.ナ･　　p　　.　･　　･･･.

(C )試臨方法並に試陰成緩

(a)塗料別に依る色彩の発色につVTて比戟

下塗より顔料有色ラッカーの二法に分けて､標準色と彩定･鮮明鼠色札光背等の点に

付比較検討せか

顔料着色の場合(上塗､メタ7ク.)ル酸メチ-ル刺旨塗料,尿素系合成刷旨塗料)

①彩度は尿素系が良く　⑧鮮明度も尿素系が長く　⑧色相はメタ7ク')ル酸が良く　③光

沢は尿素系が良好である

有色ラッカーの場合(上塗.メタ7クL)ル故メチル櫛階建札尿素系合成樹脂無札､ク1)千

ーラッカー)

①彩　匿クt)ヤー-尿素-メタアクリル酸の慣位である

②鮮明度　尿素-メタ7ク.)ル酸→ク1)ヤーの順位である

㊨色　相　余D大差なし

④光　薄　尿素-メタフタ1)ル健一ク1)ヤーの順位である

有色テヅカ-下塗で尿素､メタアクリル酸メチル樹脂塗料が良い成柘を示す

(h)平滑状態の考察

供試板五理の場合に付き観感にて考案せり

①尿素⑧メタ17ク7)'噌⑧クリヤーラッカー　④尿素(鼓料下地) ⑥メタ7ク1)〟(負

料下地)

(C)塗隈の艶性試漁

供試板五種の場合に付き硬度(銘筆の硬度を基準とせb)磨耗抵抗(五･Wolf紙の法)等を

検討せわ

硬度　　　　　　　磨耗抵抗　訂/mEn

l)戴料着色　　上塗　メタアク.)'レ改　　組以上　11･000-13000/0･005

甘)〟

Ⅱ)有色ラッカー

Ⅲ) I/

V)〟

尿素　　　　　　5E以上　1 2000 - 15000/0･0055

メタアク1)'レ酸　　5H以上　13000-14000/0･006

尿素　　　　　･昭以上　14000-16000/0･0065

クリヤーラツカ-　4E弱　　10･000-11･OOO/0･006

(令)結　　果

以上の試験成緒を考察して､下塗は有色ラッカー,上塗では尿素系)タ7クt)ル酸メチルで

ぁるが､親和性の点.臥アルカ,)に弱い点に依り,尿素系は'劣か･下塗の改良法を考へる

必要あわ､当法で蛭メタアク.)JL鞍メチル系で.吹付が出乗る関係上作業能率よく良い結果

を示した

(ロ)動物をモーチフとした木製玩具の意匠と設計-

(A)試　験　内　容

H　モチーフの選定

モチーフを選定するに当り夷の俵件を決定す

①　年令的な倣件

動物に封する認識の度合を考慮し3-4才以后の幼兄を到照とする

⑧　磯城的俵件

特に鞄出向に適合させるべく各園の風俗.習慣.L東侯､文化を調査の上決定す

⑧　性別的な偉件

(81)



両者は晴好の差を考慮す

以上の点に依り象,犬を-t-7としたものを今回の試験の到照とした

(⇒　モチーフの表現の方法

①表現に於ける寛資性　⑧材料的な傑作　@色彩による表現上の俵件

以上の点を考慮して試作品を作製

(B)試　作　品

材料-.木材(朴)塗料(ラッカー)品名-象,求

困　木製玩具の加飾試験と試作品の製作

(A)日　　的

木製玩具の加餌に於て､葦に色分けで商品情促が決まるよりも文字､或はマークが重要な要素

である点より之等を如何に引立たせるか-を塗装上に於て長所､欠点を見Ltけべく系統的に試験

を行ひ,更に木製玩具の商品慣値のあるものを決定したい

(B)供　試　料

Ⅰ)目止剤-赤砥粉.白砥粉

甘)塗　料･･･着色ラツカ-,クリヤ-ラッカー､尿素系劇旨塗料､石炭酸系樹脂塗料,スパー

ク1)ヤーラツカ

I)仕上剤･-パラフィレ

Ⅲ)需　　給

(C)試験方法及成持

H･文字､ ll-ク塗装に於ける下地塗と上塗に各種塗料を使用せる場倉に就て

Ej　葉機透明塗生に各種塗料を使用せる場合に就て

下塗を白砥粉目止,着色ラッカー､クリヤ-ラツカ-,尿素､四法の場合に文字､マークを

着色ラッカー塗装を行ひ､上塗として各塗料を用払て､各項に就き検討した

f)耐泳､耐湯試験

耐水､耐揚性を知ると共に､特に各塗膜の親和性を考案した

①スーパクリヤーラッカー　⑧フェノール　③イリヤーラッカー　④パラフィレ　⑥無

塗　⑥尿素

此の成績よわラッカー,尿素の場合尿素下塗の時は大体長い結果を示すも､上塵尿素の時

は親和度合､資膜収柘差大なることから共用不可なる事を示した

甘)耐磨耗試験

塗膜硬度と磨耗度の踊係を知る葛H.11'olif氏の法にて行ひ､又塗膜問の密着性を検討せり

①7-ノール　⑧尿素　⑧スパーク1)ヤーラッカー　④ク.)ヤーラッカー　⑥^･ヲフィ

ン　⑥無塗

ラッカーと尿素の塗膜の密着性性他の塗膜と比して劣る心配はないことを知った

∫)光輝､固持､滑性､温乾性の点に就て

①17-ノール､尿素　⑳スバ-クI)ヤーラッカー　⑧ク1)ヤ-ラッカー　④バラフィレ

⑤無塵

以上の試験成績に匪り綜合してH､ Ej試験共に下記の場合良好である

下塗はスパ-クリヤー.ク1)ヤーラッカー,或はフユノー7L,

上塗はスパーク1)ヤー､ク1)ヤーラッカー､ -/エ′-ル

(32)

･ IO

tj

当試験に於ては文字､マークにラッカーを使用した場合のみであるが､スバ-ラッカー､尿

素,フェノール等の使用を考-るべきで,尿素の使用途も廉くなる詩で､指導面に当っても

最も必要な事である｡此の見地より再度行った結果嘗成績よt)以上の結果を示して要用lbす

る事が出衆.更に商品債値を高めた製作晶を作成したo

(ヨ　樽寛を利用する場合の下塗と上塗に放て

(-)､ Ejの中間膜ラッカーに襲って､李然塗膜とは異なる完給が這入る詩で,給の構成耽態の

理解を以って､塗膜との密着性或は収縮差の点に重点を置いて検討した

l)耐水試験

G)スパ-ラッカー　⑧ク1)ヤ-ラッカー　⑧7ェ}-ル

斯く塗険共に記胎の馬に強度が劣る傾向を示した｡固着剤としてラッカーを使用したが.

スパー飯､或はフェノールの場合､良好を結盟を示した

甘)需給と塗隈の状態に就て

①尿素-稗貫-尿素　⑧),J I)千-ラッカーー稗貫-ク1)ヤーラッカー　⑧着色ラブクー一

博為-ク1)ヤーラッカー

丑)外　敬　的

前項(甘)の場合が光薄肉待井に良好

m)そ　の　他

州　クI)ヤーラッカーの場合全部槍の部分に綿を生す

(｡)張扱性に於てはクワヤ-ラッカー､尿素,シケラックワニス

い)作業性(戟燥上)ク9ヤーラッカー,シケラック､尿素

綜　含　結　果

①尿素一尿素　⑧ク1)千-ラッカー～ク1)ヤーラッカー　⑧着色ラッカー～ク1)ヤーラ

ッカー

(yq)試作品に就て

A　試　作　品　目

1､箱物玩具　積木箱　小物入籍

2､乗物玩具及砂場玩具の意匠設計と製作

スクールバス､.トレラ-バス､ T･ラック.汽車､砂遊び玩具

安物の流行を反映した型､或は色調に留意､叉丈夫である事が必要,衛生的である事

3､玩具の装飾としてのマークの意匠設計及塗装に聴ける塗料別電色法試験

特に明快で物見に解D易い事､ †-クの意匠は当基礎試旗の磨用､塗装に放ける塗料別

発色試験は前述の基礎試験の席用

結　　論

玩具を使用する幼兄の見童心理を良く汲み取った意匠が最も肝要であり､流行を無税しなvl

軍も大である｡設計,製作には堅牢友等.大量生産可能である事に留意するo又衛生的で然

も教育的な意義を持つ事も必要とされるoその他各点についても充分辞意して玩具を製作す

る様に努める事が必要な保件である｡

(2)尿素樹脂塗料の変り塗(油滴痩鞍)塗装試験

(a)目　　的

従来尿素樹脂塗料の位相上に放て池に薄く欠点を有したが､此の欠点を活用し,各種着色鞠を用ふ

(83)
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事に依れ連班的に班点的.捺染的な自然美を有する横様を形威し木製玩具､盆､木製家具等に席局

し､嘗塗料の範路を更に虞める目的で行ったo

(ら)結　　嘗

瀬は亜麻仁油､ボイル油.テt/ピン油､着色剤は染料､顔料を使用す.

嘗試験結果に低か油の乾燥､塗膜強度及塗膜硬化が如何放る状態で平衡し､然も目的の模様を形成

せしめるかを解決した詩で､試作品に勝用し､文官地方の土産用盆に実用化せんとしている｡
I

(3)尿素系合成樹脂接着剤の温度比較試臨

(a)日　　的

雑木の豚､大豆9'ルー等に葬り特に強度上､無汚等の美的を有す合成接着剤の嘗地方に於ける数字

的比硬を指事すると共に,各メーカーの優秀製品選定を以て､合理的に業者に普及する乾目的として

美堀した･o

O))結　　嘗

争接着剤の数字的なグラフ統計を以って.良質を罷識せしめ.優秀メーカー品を適切な使用法を指

導した結果､漸次積極的に業者も使用する棟になって､点字部等に於ける嶺慶大な優秀製品を作成

しつつあるQ

(4)合成櫛脂塗料の強度比較試験

(a)目　　的

従来の天然樹脂塗料に挙る光滞､肉薄､強度上等に勝る合成塗料の基礎的特質を数字的に叉試作品

を以て認隷せしめると共に､俸秀メーカー製品を合理的に菜箸普及をなして､嘗地方木製品の商品

慣値を高めるを目的として行った｡

(a)持　　言

合成樺胎塗料普及遅延の折から､嘗試験威溝を通じての詔散と共に優秀メーカー製品選定に依9漸

次合理的な塗装-と進んだ結果優秀製品を作成しつつある｡

B.依　　頼　　試　　慶

(1)スコyプ柄曲未試験

(2)丸剤乗用木工プレナ-の改良試験

(3)輸出玩具意匠設計及試作

(4)持逸り繰型意匠設計及試作

2　質疑鷹答の主TS　る事項

(1)産業用木製品に関する事項

(2)工垂木製品に関する事項

(3)木材乾燥室に甜する事項

(4)木管に関する事項

(5)塗料及塗装掛こ関する事項

(6)木工機械に関する事項

(7)曲水に開する事項

(8)日用木製品に関する事項

(9)鞭蛙用工具の製作と使用法に関する事項

(10)合成堆肥虐青柳に関する事項

(34)

17件

昨S=LQ g｡蛸岬的昨哨鞘

l 1

(ll)木製玩具に関する事項

計

3　講習倉及研究骨等の主TSる事項

(1)講　習　骨

的　木管製作に関する講習禽

(｡)電東器具包装木箱製件に蹄する講習骨一

(2)研　究_骨

打〕木管製作に関する研究禽

(ロ)電気手兵包装木箱製作に関する研究骨

4　貴地揖導並に調査の主Tsる事項

(1)実　地　指　導

合成樹脂塗料塗装法

合成樹脂長者榊の使用法に裁て(-lo l三

(),)頓軽用工具の製作津に就て

Ct)スコップ柄曲未加工港に裁て

5依頼加工の主Tlる事項　二

日用木製品　　　　　　95件　　　　　　試験用木製品　--

工蓉木製品　　　　　　8件　　　　　　建築用木製品　一一

産襲用木製品　　　　　　53件　　　　　　　計

6　現在の主TS　る磯城設備

14吋丸鋸昇降盤

12吋手却飽荘

16吋自動飽盤

3/4吋角撃磯

4日　ク　ク　ク1 1 1 1 動力大工ミシン棟

秘境旋盤

6択木工旋盤

1/4Ⅱ0噴霧塗装機

滋賀解一立長演工業試験場屯JO

-∫

Ei,FE;那

61

台　か　〃･ク
1 C▲　l 1

1　沿　　　革

滋賀願正長藻工業試験場は明即時設立B棟繊維工業界の指針として.其使命を整して来たのであるが

昭和17年世界第二次戦軍の烏鞄一時贋止されていたo終戦詠唱和21年4月1日よか往清前機械工養成所の

設備建物等を引継ぎ､更に昭和2坪7月に旺現在の磯城工場監増設しこ同2時7月には木工部を増設し､

更に蘇稚部としては之よか先昭和2時解下繊維糞界の熱烈なる要望に答えて､達に昭和21年1月現在の横

線工場の新設となったのである○本場も未だ雛部の染色､義理の部門が克成されていなVlが､l幸にも

織機におVlては軒新なるものが用嘗多く業界に其新鮮味を加-るに足る｡倫未尭成部門について旺今後

努力に侯つべきであるo常長深工業試漁場は現在庶務臥繊維軌機械軌木工部の内部を以て構成さ

れてV､る｡

(36.)
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25･ 3.37

76･ 4.30
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22･ 3･30

23･ 1.31

21･ 9･18

2ト6.18

2ト11.21

23･ 3.31

22･川.15

25･ 3.3T

27･ 9･･79-

24･ 5.20

23･ 6.37

毒葦吉見　木下吾_　　23･3.1

2　位　　慶

長缶枇掛取拒ること2K叫ヒ々-･副　長臥幡中山叩.831

3　敷　　地

(1)薮稚　2･740年(2)巷触　70時06

--　職′名●4禁sB及雇濃B:

硬術吏員　　酒井伍-

革帯吏員　　近藤正三

彬純良　　河　田　研

〃　ク

助　手

辛

〝ク〃ク〝〝雇エク

坊重任大部

森　　大　草

今井信次郎

金　戸　宗　也

勝･木　嗣　拾

取　替　信　重

砲　Ed　邦　畝

鈴　木　　清

尾　骨　革　私

中川新二廊

酉島吉葉子

柴　田　鞍　苦

痛　施　欝　輔

23･ 5.31

24. 8.31

211 3. 1

2ト　6.15

23･ 8.31

24･1～. 5

24･ 3.31

25. 2.2D

25. 2.20

24･ 4.15

25･ 2.28

25･ 4.30

24･ 3.10

24･ 4.15

25･ 2.28

5巷月的串 也 
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(lJ収受件数　ユ74件

救

数件件遺書費文　e!7蚤牧6

職　　名

工　　手

〝〝〝クク〝〝〝〝〝〝〃〃〃

148件

氏　名

川端久治廊

村田輿惣≡

藤井正之喪

中　山　木　万

#　　　　_I

西岸草薮献

門野責三部

士巌庶子夫技手子男虎周頼長辞7典弘持田田本島木田田吹川三善鈴川高音水伊申

7家　　集　　者

(1)大草その他巽習生468名(2-察及見事2820名(3)郎事務其の他5230名

(1)歳入予算並決算

8昭和25年度予算並決算額

(86)
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科目 亅x螽ﾖｲ�一決井額 儂Hｧ)8Hｧb�僻.考 

使用料及手放料 �#�2����冷�ZD7.907.00錬 釘纉�r���ｻ��金印は減 

加工手数料 �#�2繝���ー97.907.00 ��x�ｳR���2繝��

工業拭酸堵設備使用料 ���ﾒ�ー0.GOO.80 �����������

雄牧r入 �#C"���b�311.767.ll 田偵c�6x耳爾�

物品費沸代金 �#C"��ｳ�b�311.0口7.ー1 田ゅ���貳ﾂ�

示用品費沸代金 澱�8ﾖ��49,g96.41 鼎2��唐紊��

産物鷺幼代金 �#42��ﾃb�26一.908.70 �#R繝�"縱���

過年度訳沸金 ���ﾒ�760`00 都c2蔟��

財藍収入 辻�6ー6.00 田�b����

Ff 鼎CR闔ｨﾏｳb�520,290.ll 都R��ィ�?｢�

C2)歳　出　予　算　並　決　井

科目 亢ﾘ皐��沢井額 �22�備考 

肺患費 解職貞費 �2紊3r經Ch冷�3,437.034.50& 偵S�ﾂﾃS�b�I t 

職員給 �"��ｳ3�雕ｨﾏｲ�2.130.840.00 �������� 

吏員姶 田C�紊Sr�641.457.00 辻� 

給料 ��紊ヲ�3�2�1.489.383.00 ���ﾒ� 

諸手嘗 ����#2�#�b�1.123.2ー5.50 鉄�� 

放費 鉄ふC���58.484.CO 澱����

需用費 ��ｳ#R繝В��ー24.495.80 鉄�R蔬E��

奮薬療済費 長所工業坑畿墳費 �6s3����ｳsb�一.381.065.90 ��ｳ�偵�bﾒ�

壌費 ��｣S偵�s��269.066.65 �5Cｳ3R�

拭鎗研究費 �6s�Cb繝���1.045.944.83 鉄R��r�

雨査響菅曾景 田b��ｳ�b�86.055.42 定+�ゅS��

財重責 財藩管理費 �4B蔬DB�59.975.88 透�#R����

軒 摘�sゅs#"�4.878.875.-40 沌緜CR緜��

(37)
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